


































































































































































































































































地の文 275例 53.6％ 451例 53.9％ 446例 78.2％
会話文 238例 46.4％ 385例 46.0％ 124例 21.8％
その他 1例 0.1％

















動詞類 188例 68.4％ 327例 72.5％ 316例 70.9％
名詞類 63例 22.9％ 68例 15.1％ 92例 20.6％
形容詞類 18例 6.5％ 45例 10.0％ 23例 5.2％
その他 6例 2.2％ 11例 2.4％ 15例 3.4％
合計 275例 100.0％ 451例 100.0％ 446例 100.0％
　表 3からは、各篇の品詞別の比率がおおよそ安定していることがうかがえる。もっとも多い











基本/ル形 147例 78.2％ 86例 26.3％ 132例 41.8％
基本/タ形 26例 13.8％ 185例 56.6％ 116例 36.7％
基本/ケリ形 　 　 1例 0.3％ 　 　
否定/ナイ形 3例 1.6％ 23例 7.0％ 33例 10.4％
否定/ズ形 1例 0.5％ 2 例 0.6％ 2 例 0.6％
否定/ヌ形 7例 3.7％ 19例 5.8％ 5 例 1.6％
否定/ン形 　 　 　 　 14例 4.4％
否定/ナカッタ形 　 　 8例 2.4％ 4 例 1.3％
モーダル/意志勧誘形 4例 2.1％ 　 　 1例 0.3％
モーダル/命令形 　 　 1例 0.3％ 1 例 0.3％
モーダル/ウ形 　 　 2例 0.6％ 5 例 1.6％
疑問/カ 　 　 　 　 1例 0.3％
疑問/ウカ 　 　 　 　 2例 0.6％





















































基本/ダ 2例 3.2％ 2 例 2.9％ 　 　
基本/デアル 　 　 　 　 3例 3.3％
基本/デアッタ 　 　 　 　 5例 5.4％
基本/デ 9例 14.3％ 31例 45.6％ 15例 16.3％
基本/名詞 46例 73.0％ 24例 35.3％ 49例 53.3％
否定/デナイ 4例 6.3％ 5 例 7.4％ 4 例 4.3％
否定/デナカッタ 　 　 1例 1.5％ 　 　
モーダル/ダロウ 　 　 　 　 　 　
モーダル/デアラウ 1例 1.6％ 1 例 1.5％ 4 例 4.3％
疑問/カ 　 　 　 　 6例 6.5％
疑問/ゼロ 　 　 　 　 1例 1.1％
疑問/ダロウカ 　 　 1例 1.5％ 　 　
疑問/デアラウカ 　 3例 4.4％ 2 例 2.2％
感歎/名詞 　 　 　 　 1例 1.1％
感歎/ナ 1例 1.6％ 　 　 2例 2.2％






















基本/イ形 10例 55.6％ 37例 82.2％ 7 例 30.4％
基本/シ形 8例 44.4％ 1 例 2.2％ 4 例 17.4％
基本/タ形 　 　 3例 6.7％ 　 　
否定/ナイ形 　 　 2例 4.4％ 9 例 39.1％
否定/ナカッタ形 　 　 　 　 2例 8.7％
否定/ヌ形 　 　 2例 4.4％ 　 　
モーダル/ウ形 　 　 　 　 1例 4.3％
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6．お わ り に
　本論文では、二葉亭四迷の『浮雲』が多様な性質を持つテキストであるという認識に立ち、
テキストの性質に検討を加えながら文法カテゴリーとしてのスタイルの弁別に寄与する名詞類
の語尾について考察してきた。『浮雲』というテキストの性質を把握する困難さのために、十
分な議論には及んでいないが、分析の方向性は示すことができたかと思う。
　山田美妙のダ体と二葉亭のダ体は大きく性格を異にするものであった。美妙はダ終止を存分
二葉亭四迷『浮雲』におけるダ体の概念
17
に用いることでテキストの性質から逸脱した奇妙な文を生み出してしまった。一方、二葉亭は
ダ終止という語尾にこだわることなく、常体による小説文体の可能性をさまざまに追求する中
で名詞類の語尾にも独自の工夫を織り込んでいったと言える。
　二葉亭の「余が言文一致の由来」の後半に、式亭三馬の「所謂深川言葉という奴」を参考に
したとある。はじめて読んだとき以来、地の文に対する工夫について語っているはずなのにな
ぜこのような言葉が出てくるのかよく分からないでいたのだが、「いかにも下品であるが、併
しポエチカル」な「俗語の精神」に価値を置いていた二葉亭が想定していた言文一致の新文体
は、あるいは、私たちが想像している以上に、話すように語る地の文をもつテキストだったの
かもしれない。
引用本文について
　『浮雲』の引用については、岩波書店版『二葉亭四迷全集第 1巻』（1964年）に拠った。その
他の本文の引用は筑摩書房版『二葉亭四迷全集』（1985年）を底本とした。なお、表記は新字旧
仮名遣いとした。
参考文献
安達太郎（2017）「ダ体の意味―山田美妙のダ体作品を中心に―」『京都橘大学研究紀要』第43号、pp.1-13
安達太郎（2019）「「言」と「文」との距離―坪内逍遙の場合―」『京都橘大学研究紀要』第45号、pp.1-17
安藤宏（2015）『「私」をつくる　近代小説の試み』岩波書店
遠藤好英（2004）「ダ体の文章の系譜―『浮雲』の史的位置―」飛田良文編『国語論究第11集　言文一致運
動』明治書院、pp.194-241
尾崎知光（1967）『近代文章の黎明』桜楓社
小森陽一（1988）『構造としての語り』新曜社
阪倉篤義（1957）「話すように書くということ　言文一致と逍遙・四迷」『国語国文』26-6、pp.403-409（『文
章と表現』（角川書店、1975年）に再録）
阪倉篤義（1986）「「浮雲」の文章」『二葉亭四迷全集』月報 5、筑摩書房
司馬遼太郎（1976）「文章日本語の成立と子規」『子規全集』第13巻月報、講談社（『歴史のなかの邂逅』 7
（中公文庫、2011年）に再録）
中村光夫（1993）『二葉亭四迷伝』講談社学芸文庫（原著は1958年刊行）
橋本陽介（2014）『物語における時間と話法の比較詩学　日本語と中国語からのナラトロジー』水声社
水野清（1958）「「浮雲」「あひびき」「めぐりあひ」―地の文における文末語について―」『言語生活』第80
号、pp.62-64
山本正秀（1965）『近代文体発生の史的研究』岩波書店
